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Ⅰ．はじめに

2018年 4月に筑波大学アスレチックデパー
トメント（筑波大 AD）が設置されて 3年が経
過しようとしている。筑波大 ADは，米国大学
の Department of Athletics（米国 AD）をモデ
ルとし，日本の大学スポーツの健全化，最大化
を推進し，米国 ADとは異なる日本型モデルを
日本国内に横展開することをミッションとして
設立された 1）。当初は手探り状態であったが 3

年を経て，ようやくあるべき姿の輪郭が見え始
めたと言える。
特に健全化に関しては，1）安全で安心して

練習できる環境の整備，2）学業と競技を両立
するための支援，3）運動部活動の位置付けの
明確化，などを達成すべき目標の柱に据えて活

動を行ってきた。中でも「運動部活動の位置付
け」に関しては，大学当局の承認を得て設置さ
れた委員会「筑波大学における大学スポーツの
位置付け検討委員会」（参考資料 1）において，
審議した結果，運動部活動の位置付けと大学ス
ポーツに参加することで伸長・身につけて欲し
い能力に関して，一定の結論が得られたため，
その経緯と決定事項について本稿において報告
する。

Ⅱ．�運動部活動（課外活動）に関するこれまで
の位置付け

これまで，筑波大学における運動部活動を含
む課外活動の位置付けに関しては明文化されて
こなかった。しかし，そもそも日本国内の教育
関係法規において，正課以外の課外活動に関し
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ては，その位置付けを直接規定する文言は存在
しないため，現状致し方ないとも言える。ただ
し関連する事項として，大学設置基準（文部科
学省令第 23号，平成 24年）に次のような規定
がある。
◯大学設置基準
（校舎等施設）
第 36条〈1～ 4 略〉
5 大学は，校舎のほか，原則として体育館を
備えるとともに，なるべく体育館以外のス
ポーツ施設及び講堂並びに寄宿舎，課外活動
施設その他の厚生補導に関する施設を備える
ものとする．

（厚生補導の組織）
第 42条 大学は，学生の厚生補導を行うため，
専任の職員を置く適当な組織を設けるものと
する．

（社会的及び職業的自立を図るために必要な能
力を培うための体制）
第 42条の 2 大学は，当該大学及び学部等の
教育上の目的に応じ，学生が卒業後自らの資
質を向上させ，社会的及び職業的自立を図る
ために必要な能力を，教育課程の実施及び厚
生補導を通じて培うことができるよう，大学
内の組織間の有機的な連携を図り，適切な体
制を整えるものとする．

以上の大学設置基準の条文を見る限り，課外
活動は「厚生補導」の一環として行われ，「教
育課程の実施及び厚生補導を通じて，社会的及
び職業的自立を図るために必要な能力を培う」
ことを目的としていると読み取れる。ここに記
されている「厚生補導」に関して，日本大百科
全書（小学館，1994）によれば，「厚生補導は，
自治会やサークルなどの課外活動，福利厚生，
修学，宿舎，アルバイト，進学・就職等学生の
生活全般にかかわる事柄に関して，組織的，専
門的に相談を受けたり，指導・助言あるいは援
助を行ったりする，いわば『学生サービス活動』
である。この厚生補導は，アメリカにおける

SPS（student personnel service）の考え方に強
い影響を受け，制度・理念の両面において，第
二次世界大戦後の日本の大学に定着してきたも
のである」と解説されている。つまり厚生補導
の概念も，もとは米国大学の SPSがモデルに
なっており，正課以外の幅広い活動が含まれて
いると言える。
一方，筑波大学における課外活動に関連する
学内規則としては，以下のような条文が存在す
る。
〇筑波大学学群学則（平成 16年制定，令和 2

年改正）
（目的）
第 1条 この法人規則は，国立大学法人法第 2

条に規定する国立大学法人筑波大学が設置す
る筑波大学の学群の修業年限，教育課程，収
容定員その他学生の修学上必要な事項を定め
ることを目的とする．

（学生の活動）
第 57条 学生団体の設立，集会，掲示その他
の学生の活動に関し必要な事項は，教育研究
評議会の議を経て，法人規程で定める．
（社会的及び職業的自立を図るために必要な
能力を培うための体制）
第 28条の 3 筑波大学は，大学及び学群等の
教育上の目的に応じ，学生が卒業後自らの能
力を発揮し，社会的及び職業的自立を図るた
めに必要な能力を，教育課程の実施及び厚生
補導を通じて培うことができるよう，大学内
の組織間の有機的な連携を図り，適切な体制
を整えるものとする．
〇 筑波大学学生の活動に関する法人規程（平成

17年制定，令和元年改正）
（学生団体の設立）
第 2条 学生が，筑波大学内（以下「学内」と
いう．）において，学生団体（課外活動を行
うための団体をいう．以下同じ．）を設立し
ようとするときは，別に定める学生団体設立
願を学長に提出し，その許可を受けなければ
ならない．
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2 前項の学生団体の設立に当たっては，大学
教員（助手を除く．）のうちから，顧問教員
を定めるものとする．

以上の筑波大学内における学則等を見ても，
運動部活動を含む課外活動に関しては大学設置
基準の第 42条の 2と同様に，厚生補導の一環
として位置付けられており，課外活動の意義（価
値）や教育効果については直接的には言及され
ていない。
このように，現状として課外活動は厚生補導
の一環であり，正課活動の補完的位置付けに過
ぎない。しかし，文部省高等教育局から出され
た『大学における学生生活の充実方策につい
て（報告） －学生の立場に立った大学づくりを
目指して－』（平成 12年 6月），いわゆる「廣
中レポート」 2）においては，「正課外教育の積極
的な捉え直し」の項目において，「正課教育や
正課外教育の中で，学生が社会との接点を持つ
機会を多く与えたり，また，学生の自主的な活
動を支援するなど，各大学がそれぞれの理念や
教育目標を踏まえ，個性化や多様化を進める中
で適切に取り組んでいくことが期待される。そ
の際，従来，正課教育を補完するものとして考
えられてきた正課外教育の意義を捉え直し，そ
のあり方について積極的に見直す必要がある。」
と提言している。平成 12年の提言から 20年の
歳月が流れたにも関わらず，旧態依然とした位
置付けに留まっていたが，筑波大 ADの発足に
伴って，筑波大学内では課外活動の位置付けを
見直す機運が高まりを見せるこことなった。

Ⅲ．運動部活動（課外活動）の新たな位置付け

運動部活動を含む課外活動の位置付けを再定
義するにあたり，筑波大 AD内において，様々
な資料 3-5）や有識者へのインタビュー（例えば，
ハーバード大学 ADディレクター Bob Scalise

氏）を踏まえて，筑波大学の建学の理念に合致
した新たな位置付けに関する議論を行った。そ
の結果，もっとも重要視すべき視座として，大

学における運動部活動を，正課（授業）を補完
する準正課活動として捉え直し，スポーツ活動
を通して正課活動だけでは十分に達成できない
全人的な成長を促すことによって，大学設置基
準 42条に示された「社会的及び職業的自立を
図るために必要な能力」を学生が身に付けやす
いように促進する活動であると位置付けるこ
ととなった（図 1参照）。準正課活動に関して
は，既に国内の様々大学において大学の正式プ
ログラムとして取り入れられており，例えば高
知大学  6）では準正課活動を「正課の授業とは異
なる形で，教員による教育支援を行う仕組みの
もとでの取組みです。学生が自発的・主体的に
活動することを原則とするため，単位の付与は
ありませんが，その活動に対して大学が公的支
援を行います」と学生に対して大学ホームペー
ジでアナウンスしている。また池田ら  7）は準正
課活動の効果について，キャリアレジリエンス
（キャリア上の危機や変化に対処し，たとえう
まくいかなくても立ち直り，回復する力）の観
点から検討を行い，「教員による自律性支援が
学生の積極的な関与を媒介し間接的にキャリア
レジリエンスに正の影響を与える」と報告して
いる。このように準正課活動の効用は広く認識
されつつあり，筑波大学においても運動部活動
を準正課活動と捉えることで，大学が所掌する
正式プログラムとして位置付けが明確になり，
今後さらに健全化や最大化が進むことが期待さ
れる。
一方で運動部活動が準正課活動として位置付
けられるに当たっては，アスリートである前に
学生であることを認識し，学生の本分である勉
学を疎かにすることなく，正課活動をしっかり
行うことが大前提であることを忘れてはならな
い。このような認識は，多くの識者よる大学ス
ポーツに関する提言とも符合する。例えば，佐
藤  6）は，「大学スポーツは，トップアスリート
の育成養成の場でありながら，社会を構成する
人間を創作する場であるとする視点を兼ね揃え
ると，対象となる学生がトップアスリートであ
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ろうと，大学経営を左右するツールの当該者で
あろうと，一人の学生であることには違いなく
教育という名のもとに人間を育てるとの視点に
立ち教育，指導することの重要性を認識すべき」
としており，森  7）も「大学スポーツをこれまで
の自主活動の位置づけから正課教育（キャリア
形成教育や初年次教育など）との関連，および
正課外教育（資格試験を目指す取り組みと同様
の活動）との関連で捉えていく方向性を重視す
べき」と述べている。また齊藤  8）は，「大学は
学生アスリートの活動状況や彼らを含めた学生
全体の学修状況といった情報を常に把握し，第
3者がそれらをいつでも参照できる状態を保持
しなければならない」と，単に文武両道を唱え
るだけでなく，学業とスポーツ活動が両立して
いるか検証可能な体制を整える重要性も訴えて
いる。以上の提言を踏まえ，運動部活動の位置
付けや期待される効果を明文化するとともに，
実効性の検証を行えるような組織の再編を実施
する必要がある。そうすることで，山本  9）が指

摘する「わが国のように競技さえ行っていれば
よいということではなく，アスリ ー トである
とともに大学生であるという認識を持たせ（中
略），大学がアスリートを特別扱いするのでは
なく，他の学生同様に各大学の基準に沿って教
育活動を行う責務」を果たしていく必要があ
る。

Ⅳ．�運動部活動に参加することで身に付けて欲
しい能力

前章で述べた通り，運動部活動を準正課活動
として位置付け，「社会的及び職業的自立を図
るために必要な能力」を身に付けさせる一つの
手段であることを明確化した。しかし，それだ
けでは不十分であり，具体的に「社会的及び職
業的自立を図るために必要な能力」として，ど
んな能力を身に付けさせたいのかについて，さ
らに筑波大 AD内で議論を深めていった。その
際，参照したのがアリソン・リッチ氏（プリン
ストン大学 AD副局長）の講演要旨 3）であった。

 
 

 

 
   

  

人材 成 ：豊かな人間性と創造的な知力を生涯にわたって養い、自立してグローバルに活躍できる人材を育成する。（基本的な目標 抜粋）

：筑波大学は，基礎及び応用諸科学について，国内外の教育・研究機関及び社会との自由，かつ，緊密なる交流連係を深め，学際的な協力の実

をあげながら，教育・研究を行い，もって 知 人間 人 するとともに，学術文化の進展に寄与することを目的とする。
（以下 略）

成マ 理 ：親や先生のように人に接する心や人々をまとめる力を持ち，かつ合理的な問題解決の才能を持つこと

教育課程

・本質を究める確かな基礎力と柔軟な思考力に裏打ちされた創造性を養う
・国際的な活躍の礎となる豊かな教養とコミュニケーション力を育む
・芸術やスポーツに親しみ、優れた文化的営みに感動する力を養う
・自然と人間を慈しみ、積極的に社会に貢献する態度を育む
・生涯を通して学び、自律的に自己を成長させ続ける力を養う

教育内容等：

教育組織等毎の ン

厚生補導

（課外活動団体、全代会、T-ACTなど）

（大学全体案）

・正課等で修得した言語・知識・技術等を相互作用的に活用する能力
（コミュニケション力、知識・情報を使いこなす力、技術を用いる力）

・多様な集団における人間関係形成の能力
（他者と協働する力、多様性の理解力、紛争等を処理・解決する力）

・自律的に活動する能力
（大局的に行動する能力、人生計画やプロジェクトを設計し実行する力）

ー と 長 力
ピ ン

① 心身の健康と人間性・倫理性

② 協働性・主体性・自律性

③ コミュニケーション能力

④ 多様性の理解と受容

⑤ 心の復元力と失敗の克服

⑥ 自己革新と成長持続

⑦ 目標設定と計画実行

⑧ 規範意識とルールの遵守

⑨ コーチング力

⑩ 身体性

ス

人

必要 力

・ ：個別の知識・技能
（何を知っているか）

・ ：思考力・判断力・表現力等
（知っていることをどう使うか）

・ 性：主体性・多様性・協働性・学びに向かう力
等

（社会の中でどのように関わっていくか）

学力の3要素

図 1 筑波大学における運動部活動の新たな位置付けに関する概念図
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リッチ氏の講演内容をもとに「大学スポーツに
参加することで伸長・身につけてほしい能力（コ
ンピテンス）」の案（参考資料 2）が作成された。
それをうけて，令和元年 12月 3日に開催され
た筑波大学における大学スポーツの位置付け検
討委員会小委員会において，当該資料について，
清水諭（教育担当）副学長，佐藤忍（学生担当）
副学長，西保岳体育系長，中川昭体育専門学群
長，岡田弘隆 TSA実行委員長，高木英樹アス
レチックディレクターの出席のもと審議が行わ
れた。
その結果，原案に課外活動団体リーダー研修
会資料（参考資料 3）および学士課程汎用コン
ピテンス（参考資料 4）の内容も併せて盛り込
むように修正意見が出され，了承された。そ
の後，筑波大 AD内でさらに全米大学体育協
会 (NCAA)が主催する Student-Athlete Career 

Developmentセミナーで発表された学生アス
リートがスポーツを通じて学んだスキルのう
ち，キャリアに関連する領域で応用可能なスキ
ルの一覧表 10）を参考にして，以下のような最終
案がまとめられた。

大学スポーツに参加することで伸長・身に付け
て欲しい能力（コンピテンス）
① 心身の健康と人間性・倫理性：スポーツへの
理解と実践等を通して心と身体の健康を保
ち，人間性と倫理性を有する市民としての責
任を自覚して実践する能力※ 1

② 協働性・主体性・自律性：チームワークやリー
ダーシップを通して様々な物事に対処し自己
を管理しながら自律的に学び続ける能力※ 2

③ コミュニケーション能力：他者との円滑な意
思疎通を図るために，自分の考えをきちんと
自分の言葉で伝える， あるいは他者の意見を
聞いて理解する能力※ 3

④ 多様性の理解と受容：自分とは異なる考え方，
行動様式のメンバーと協力するために「意見
の相違」，「誤解」や「偏見」を取り除き，包
括的で柔軟な解決策を見出す能力

⑤ 心の復元力と失敗の克服：困難な状況に遭遇
して心理的に消沈しても，適切な対処法を見
出し，自律的に回復し，ミスや失敗を次の成
功のために活かすことができる能力
⑥ 自己革新と成長持続：現状に安住せず，習得
した技能や知識を自己の革新や成功のために
更新・活用し， 自己成長を持続できる能力
⑦ 目標設定と計画実行：自己やチームの適切な
目標を設定し，時間管理や優先順位に配慮し
ながら，戦略的な思考に基づいて着実に計画
を実行できる能力
⑧ 規範意識とルールの遵守：スポーツマンシッ
プに則り，社会規範や競技ルールを率先して
遵守し，健全な社会や所属コミュニティーの
発展に寄与する能力
⑨ コーチング力：仲間，チーム，組織の目標を
叶えるために，各々の潜在的能力を最大限引
き出すための気付きや助言を与え，目的達成
へと導く能力
⑩ 身体性：スポーツを通して自らの身体を実感
するとともに，身体を通して現実空間におけ
る自己を認識し，心と身体のバランスを保て
る能力
※  1，2，3は学士課程における汎用コンピテン
スと共通。1から 10へと順に，大学教育に
おける汎用的コンピテンスからスポーツ活動
に特化したものへと推移

上記のコンピテンスに関する最終案は，「筑
波大学における大学スポーツの位置付け検討委
員会」において再度審議され，運動部活動の位
置付けとともに承認された。しかしながら，こ
れらはあくまでも暫定的なものであり，運動部
活動を行うことで実際にこれらの能力が高まる
のか否か，今後客観的に検証し，必要に応じて
改変していく予定である。

Ⅴ．まとめ

筑波大 ADが発足した当時（2018年），大学
スポーツ界は様々な不祥事に揺れた。その根本

― 73 ―



にある問題として，大学における運動部活動の
位置付けが曖昧で，責任体制が不明確であるこ
とが議論の的となった。また，勝つためには手
段を選ばないという勝利至上主義に対して多く
の疑問が投げかけられた。これらのことは，大
学スポーツの健全な発展に対して大きな足かせ
となっており，筑波大 ADの発足後，まず初め
に解決しなければならない最重要課題でもあっ
た。その課題解決に一定の道筋がつけられたわ
けだが，筑波大学に ADができてよかったと言
われるよう今後も不断の努力を続ける必要があ
ろう。
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筑波大学におけるスポーツ活動の位置付け検討委員会委員名簿 
 

令和元年10月1日現在 
 

No 氏 名 職 名 備 考 

1 清水 諭 副学長（教育担当） 〇 

2 佐藤 忍 
副学長（学生担当） 
TSA運営委員会委員長 

〇 

3 金保 安則 副学長（AD担当） 
 

4 白木 仁 体育センター長 
 

5 西保 岳 体育系長 〇 

6 中川 昭 体育専門学群長 〇 

7 淺井 武 
スポーツイノベーション開発研究セ
ンター長 

 

8 髙木 英樹 ADアスレチックディレクター ◎〇 

9 佐藤 稔晃 教育推進部長 
 

10 佐藤 勤 学生部長 
 

11 岡田 弘隆 TSA実行委員長 〇 

12 山田 晋三 AD副アスレチックディレクター 〇 

 

◎印は、委員⻑を⽰す。 
〇印は、小委員会委員を⽰す。 
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筑波大学における大学スポーツの位置付け検討委員会小委員会（令和元年 12 月 3 日開催） 

 

大学スポーツに参加することで伸長・身に付けて欲しい能力＜コンピテンシー＞【案】 

１．コミュニケーション能力（人前で話す力） 

・ 人前で如何に話すか．（対チームメイトへの説明，取材，インタビュー等） 

・ 自分への自信と満足できる内容かどうか 

２．多様性の理解と受容 

・ チームは，様々なバックグランドを持つ学生アスリートが協力して成り立つものであること． 

・ 自分自身とは異なる外見，考え方，行動様式のメンバーと協力するために，「意見の相

違」，「誤解」や「偏見」を取り除き，包括的で柔軟な解決策を見出し方． 

３．チームワークと他人との協働 

・ チームは個々の集合体であること． 

・ 自身の役割をしっかり果たすこと． 

・ チームメイト同士のフォロー． 

・ チームの結束の仕方． 

４．リーダーシップ 

・ 権力とリーダーシップの違い．（権力は強制され従うもの，リーダーシップは，従いたいと思

って従うもの） 

・ 人々の支持を集めるために自らが手本となること．（正しいことを行うこと） 

・ 俯瞰的，大局的に判断し，目先のことにとらわれないこと． 

５．バランス 

・ 時間管理の仕方． 

・ 優先順位の評価・設定． 

６．自身の限界・現在のレベルの突破 

・ 自分自身を超えること． 

・ 新しいことに挑戦すること．（今の心地良い状態を打破） 

・ 新しく見出されたスキルや存在しても活かされていなかった力の獲得． 

・ 強さとは，新しいこと，難しいことに挑戦することを恐れないこと． 

７．成功に安住しない継続的な学修・成長・前進 
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・ 大学で学んだことはすぐに陳腐化すること．新しい知識，情報を獲得し続けること． 

・ 進歩するために学び続けなければならないこと． 

・ 最高の学生アスリートは，過去を学び，学んだことを将来の革新・成功を達成することに活

用できること． 

・ 学び続けることを止めた人は取り残されること． 

８．指導のされ方・指導の仕方 

・ 学生アスリートは指導の受け方とそれを上手に強くなるために活かすこと 

・ 優秀な学生アスリートが優秀な指導者なり得るものではないこと 

・ 人々が学ぶことや教えるについて，支援や批判を受ける理由には様々なものがあることを

理解することが，指導者として他人の進歩を助けることができること． 

９．失敗の克服 

・ 学生アスリートは，公衆の面前で失敗することがある．その失敗からどのように前進（立ち直

る）するのか，次の進歩や成功につなげるのか． 

・ ミスや失敗への対処は，将来の成功のためにも重要であること． 

・ 人々は失敗を嫌い避けようとする．しかし，いつも何か学ぶことがあると認識することで，そ

れを肯定的に受入れ，次の成功のために活かすことができるようになること． 

 

※ 項目は順不同 今後検討整理が必要  

※ 各項目は，筑波大学にふさわしい表現への変更を検討 

※ この案は，米国の大学の例を参考に AD が作成 
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課外活動団体リーダー研修会資料 

＜課外活動のメリット＞ 

・他学群・他専攻の学生との交流による見識の広がり 

・コミュニケーション能力（自己主張や意見の述べ方）の養成． 

・人間関係の構築機会による様々な社会的スキルの広がり 

・協働活動に伴う協調性や相手を思いやる気持ちなどの涵養 

・組織運営のノウハウを体得する過程を通した役職に対する責任感 

・他大学との交流による筑波以外の世界を知る 

・気分転換，そしてそのことによる新しい発想の喚起 

・楽しいと思えること，そして明日への活力・充実感 

・生涯の趣味としての継続の可能性 

・人脈の形成（卒業後もつながるネットワーク，生涯の友人関係形成） 

・地域貢献活動の機会 
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筑波大学汎用コンピテンス（学士課程） 

1 コミュニケーション能力 
母語や外国語を適切に用いるとともに，各種メディアを利

用したプレゼンテーション等を行うコミュニケーション能力 

2 批判的・創造的思考力 
一般的・専門的知識の体系的理解をベースに批判的・創

造的に思考する能力 

3 データ・情報リテラシー 
様々な事象や情報を数量的手法やコンピュータ等を用い

て適切に解析・処理する能力 

4 広い視野と国際性 
自身の専門に留まらず文化・社会と自然・物質に関して幅

広く理解し，異文化を理解・尊重する能力 

5 
心身の健康と人間性・倫理

性 

心と身体の健康を保ち，人間性と倫理性を有する市民とし

ての責任を自覚して実践する能力 

6 協働性・主体性・自律性 
チームワークやリーダーシップを通して様々な物事に対処

し自己を管理しながら自律的に学び続け行動する能力 
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学生アスリートがスポーツを通じて学んだスキルのうち，キャリアに関連する領域で応用可能な

スキルの一覧表 (Shiina et al., 2003) 

1 コミュニケーション・スキル 他者の話を聞き，協力し，他者との関係を構築する能力 

2 チームワークのスキル チーム内で働く能力 

3 リーダーシップのスキル 他者のモチベーションを高め，導く能力 

4 倫理と適切な行動 
責任を持って行動し，ロールモデルとしての役割を果たし，

ルールの中で行動する能力 

5 問題解決能力 状況を分析し，情報を収集し，適切な判断を下す能力 

6 自己動機づけ能力 自己動機づけを行い，成功に向けて努力する能力 

7 組織力 時間を整理し，効果的な目標を設定する能力 

8 身体的スキルと知識 体調を整え，身体的限界を理解する能力 

9 コーピングスキル 感情を管理し，挫折に対処する能力 

10 実行力 指示に従い，仕事に集中し，仕事を完了させる能力 

11 創造力 
新しいやり方をデザインし，パターンに気づく能力．斬新な

方法で情報を整理する 
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